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国
際
社
会
全
体
の
関
心
事
で
あ
る
最
も
重
大
な
犯
罪
を
行
っ
た
個
人
を
処
罰
す
る
国
際
刑
事
裁
判
所
の
設
立
は
、
国
際
社
会

、

。

に
お
け
る
重
大
な
犯
罪
行
為
の
撲
滅
及
び
予
防
並
び
に
法
の
支
配
の
徹
底
と
い
う
観
点
か
ら

極
め
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
る

現
在
、
こ
の
裁
判
所
は
、
集
団
殺
害
犯
罪
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
及
び
戦
争
犯
罪
に
つ
い
て
管
轄
権
を
行
使
で
き
、
定
義
等
が

整
い
次
第
、
侵
略
犯
罪
に
つ
い
て
も
管
轄
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
は

「
人
の
強
制

、

失
踪
」
と
し
て
拉
致
も
含
ま
れ
て
お
り
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
を
抱
え
る
我
が
国
が
国
際
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る

ロ
ー
マ
規
程
の
締
約
国
に
な
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
九
年
に
招
集
さ
れ
る
本
規
程
の
検
討
会
議
で
は
、
侵
略
犯
罪
の
定
義
等
の
整
備
の
ほ
か
、
テ
ロ
犯
罪
及
び
麻

薬
犯
罪
に
つ
い
て
、
管
轄
犯
罪
に
含
め
る
か
否
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
が
本
規
程
に
加
入
し
た
暁
に
は
、
そ
の
見
直
し
を
始
め
、
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
る
こ
の
裁
判
所
の
運
営
及
び
活
動
に

対
し
、
締
約
国
と
し
て
国
際
社
会
に
対
し
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
最
大
限
の
貢
献
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
規
程
の
締
結
に
当
た
っ
て
我
が
国
の
採
る
国
内
実
施
体
制
の
整
備
や
運
用
の
在
り
方
は
、
今
後
、
締
結
を
検
討

す
る
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。



以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
本
規
程
の
締
結
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
き
誠
実
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
重
大
な
犯
罪
行
為
の
撲
滅
及
び
予
防
並
び
に
法
の
支
配
の
徹
底
と
い
う
国
際
刑
事
裁
判
所
の
果
た
す
べ
き
重
要
な
役
割
に

か
ん
が
み
、
分
担
金
の
最
大
拠
出
国
に
ふ
さ
わ
し
い
発
言
権
を
確
保
し
つ
つ
、
発
展
途
上
に
あ
る
国
際
刑
事
裁
判
所
の
運
営

及
び
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
そ
の
実
効
性
及
び
効
率
性
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

二
、
国
際
刑
事
裁
判
所
に
対
す
る
人
材
面
で
の
貢
献
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
、
裁
判
官
、
検
察
官
を

始
め
と
す
る
裁
判
所
職
員
の
輩
出
の
た
め
に
我
が
国
の
人
材
の
発
掘
及
び
育
成
に
係
る
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

三
、
国
際
刑
事
裁
判
所
が
管
轄
す
る
犯
罪
に
対
す
る
法
の
支
配
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
対
象
犯
罪
の
予
防
及
び
厳
正
な
処
罰
に

向
け
た
取
組
を
国
際
社
会
に
広
く
行
き
渡
ら
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

四
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
活
動
の
普
遍
性
を
高
め
て
い
く
た
め
に
も
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
始
め
と
す
る
非
締
約
国
に
対
し
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
本
規
程
締
結
へ
の
外
交
的
働
き
掛
け
を
行
う
と
と
も
に
、
法
整
備
も
含
め
た
司
法
支
援
等
の
国
際

協
力
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
。

五
、
本
規
程
に
基
づ
き
国
際
刑
事
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
重
大
な
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
補
完
性
の
原
則
に
基
づ
き
、
自
国

に
よ
る
刑
事
裁
判
権
行
使
が
基
本
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
犯
罪
の
中
に
は
我
が
国
の
現
行
国
内
法
上
処
罰
で
き
な
い
行
為
が

あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
今
後
の
諸
外
国
の
実
行
も
踏
ま
え
、
国
内
法
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
に
努
め
る
こ
と
。
万

が
一
、
国
内
法
上
処
罰
で
き
な
い
た
め
に
日
本
国
民
が
国
際
刑
事
裁
判
所
か
ら
訴
追
さ
れ
る
懸
念
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
速



や
か
に
処
罰
を
可
能
と
す
る
国
内
法
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
に
努
め
る
こ
と
。

六
、
国
際
刑
事
裁
判
所
か
ら
の
協
力
要
請
に
適
切
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
我
が
国
の
刑
事
司
法
制
度
の
更
な
る
信
頼
性
向
上
に

常
に
努
め
る
こ
と
。

七
、
国
際
刑
事
裁
判
所
に
対
す
る
協
力
に
お
い
て
、
受
刑
者
証
人
等
移
送
又
は
引
渡
犯
罪
人
の
引
渡
し
の
決
定
を
行
う
に
当
た

っ
て
は
、
当
該
受
刑
者
又
は
引
渡
犯
罪
人
に
対
し
、
制
度
の
趣
旨
、
手
続
、
方
法
等
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
国
際
刑
事
裁
判
所
に
対
す
る
協
力
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
さ
れ
た
要
件
及
び
手
続
を
厳
守
す
る
こ
と
。

八
、
我
が
国
か
ら
移
送
又
は
引
渡
し
を
さ
れ
た
受
刑
者
又
は
引
渡
犯
罪
人
が
、
国
際
刑
事
裁
判
所
に
お
い
て
、
本
規
程
で
保
障

さ
れ
た
人
権
基
準
を
満
た
す
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


